
▼
紙
面
学
習
シ
リ
ー
ズ
３
回
目
の
テ
ー

マ
は
「
初
任
給
」
で
す
。
初
任
給
は
前

号
の
機
関
紙
（
表
面
第
３
段
落
）
に
記

載
し
た
と
お
り
、
「
全
自
治
体
同
一
」

と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
タ
ー

ン
は
図
表
１
の
通
り
３
つ
あ
り
ま
す
。 
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秋季賃金確定闘争から春闘へ！学習を強化しよう！ 

シ
リ
ー
ズ
③
『 

初
任
給 

』 

組
合
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
ん
で
い
く
『
紙
面
学
習
』
の

３
回
目
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
を
基
に
職
場
の
仲
間
の
皆
さ
ん

と
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

紙面学習 

当面の日程 
■12月20日（水） 
〇喜多方市職労定期大会
〇下郷町職労定期大会 
 

[ブロック会議] 
（■12月14日（木）南会津） 

■12月21日（木）北会耶麻 

■12月22日（金）両沼 
 

■12月28日（木） 
〇総支部仕事納め 
（年明け4日仕事始め） 

▼
こ
の
初
任
給
が
ど
こ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
の
か
？
「
〇
〇
〇
職
員
の
初
任
給
、
昇

格
、
昇
給
等
に
関
す
る
規
則
」
と
い
う
よ

う
な
名
前
で
例
規
集
に
載
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
（
上
の
「
自
治
体
例
規
集
」
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
総
支
部
Ｈ
Ｐ
の 

例
規
集
の
ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
）
。
規
則
の
下
の

方
に
図
表
２
に
あ
る
よ
う
な
「
初
任
給
基

準
表
」
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
探
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
ち
な
み
に
図
表
２
の
上
が

県
の
基
準
表
で
、
図
表
１
に
よ
る
パ
タ
ー

ン
Ａ
に
な
り
ま
す
。
図
表
２
の
下
が
会
津

若
松
市
の
基
準
表
で
、
パ
タ
ー
ン
Ｂ
（
大

卒
の
み
県
に
合
わ
せ
た
か
た
ち
）
と
な
り

ま
す
。 

▼
皆
さ
ん
の
中
に
も
、
職
員
採
用
の
受
験

申
込
の
際
に
、
複
数
の
候
補
自
治
体
の
初

任
給
を
比
較
し
た
方
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
今
回
の
人
事
院
勧
告
に
お

い
て
も
、
「
民
間
よ
り
初
任
給
が
安
い
の

で
良
い
人
材
が
集
ま
ら
な
い
」
と
い
う
理

由
で
、
（
若
年
層
を
含
め
）
初
任
給
が
大

幅
に
上
が
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
同
様

に
、
初
任
給
が
県
や
他
の
近
隣
自
治
体
よ

り
も
安
け
れ
ば
、
人
材
確
保
に
影
響
す
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
ま

ず
は
県
と
同
じ
初
任
給
と
な
る
よ
う
に
要

求
・
交
渉
し
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
。 

【図表１】一般行政職の学歴別初任給のパターン 

パターン 大学卒 短大卒 高卒 摘要 

A 
1級29号給 
207,100円 

1級19号給 
188,000円 

1級9号給 
174,400円 

県と同じ 

B 
1級29号給 
207,100円 

1級15号給 
182,400円 

1級5号給 
169,900円 

大卒のみ県と同
じ 

C 
1級25号給 
200,500円 

1級15号給 
182,400円 

1級5号給 
169,900円 

 

（機関紙412号） （自治体例規集） 

【図表２】初任給基準表の例（上が県、下が会津若松市） 
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機関紙の内容について職場の仲間と話し合おう！ 

 

編
集
後
記 

▼
い
よ
い
よ
暮
れ
も
押
し
迫
っ
て
き
ま

し
た
。
「
今
年
こ
そ
は
、
年
賀
状
を
早

め
に
…
」
と
毎
年
思
う
の
で
す
が
、
な

か
な
か
実
現
で
き
ま
せ
ん
（
泣
）
。 

▼
今
年
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん
な

年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
総
じ
て
、
暑

さ
に
苦
し
み
、
物
価
高
に
苦
し
ん
だ
、

そ
ん
な
１
年
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
今
年
の
人
勧
は
、
初
任
給
を
始
め

若
年
層
を
中
心
に
増
額
と
な
り
ま
し
た

が
、
中
高
年
層
に
と
っ
て
は
、
物
価
高

に
よ
り
実
質
「
賃
下
げ
」
の
状
況
で
し

た
。
来
年
こ
そ
は
、
物
価
も
安
定
し
、

全
年
齢
層
が
「
賃
上
げ
」
と
な
る
、
そ

ん
な
年
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
良
い

お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
（
坂
内
） 

▼
問
題
は
、
民
間
経
験
が
「
直
接
役
立

つ
」
「
役
立
た
な
い
」
の
判
断
で
す
。

昨
年
９
月
に
人
事
院
が
各
府
省
宛
に
発

出
し
た
通
知
文
に
は
「
各
府
省
に
共
通

す
る
職
務
に
役
立
つ
汎
用
的
な
能
力

（
説
明
能
力
、
調
整
能
力
、
企
画
能
力

等
）
を
活
用
し
て
職
務
に
従
事
し
て
い

た
期
間
で
あ
っ
て
も
、
10
割
換
算
率

で
換
算
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
要
は
、

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
10
割
換
算

と
さ
せ
る
よ
う
に
、
交
渉
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

▼
２
つ
目
の
問
題
で
す
。
総
務
省
資
料

「
地
方
公
共
団
体
の
中
途
採
用
に
つ
い

て
」
を
見
る
と
「
同
じ
年
代
で
比
較
す

る
と
、
新
卒
採
用
職
員
が
上
位
の
職
に

就
い
て
い
る
割
合
、
ま
た
、
高
い
給
与

水
準
で
あ
る
割
合
が
高
い
傾
向
が
あ

る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
前
歴

が
10
割
換
算
と
な
り
、
新
卒
採
用
職

員
と
同
じ
給
与
水
準
と
な
っ
た
と
し
て

も
、
例
え
ば
２
級
か
ら
３
級
へ
い
く
場

合
（
３
級
へ
の
昇
格
）
、
「
２
級
に
〇

年
い
な
い
と
３
級
へ
い
け
な
い
」
と
い

う
「
必
要
在
級
年
数
」
が
決
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
新
卒
採
用
職

員
と
の
間
に
給
与
等
の
差
が
出
て
き
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
差
が
生
じ
な

い
よ
う
に
、
当
局
に
対
し
、
柔
軟
な
対

応
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
昇
給
・
昇
格
」
等
に
つ
い
て
は
、
別

の
回
に
記
載
し
ま
す
。 

▼
次
に
、
中
途
採
用
者
の
初
任
給
に
つ

い
て
で
す
。
近
年
、
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
は
、
専
門
性
の
あ
る
職
種
だ
け

で
な
く
、
一
般
行
政
職
に
つ
い
て
も
、

「
人
材
確
保
の
幅
を
広
げ
人
事
の
活
性

化
を
図
る
」
等
の
目
的
で
、
一
定
の
社

会
人
経
験
を
有
す
る
人
材
を
採
用
す
る

と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
「
社

会
人
採
用
試
験
」
と
か
「
民
間
企
業
等

職
務
経
験
者
採
用
試
験
」
等
、
そ
の
名

称
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
の
よ
う
な
、

「
中
途
採
用
」
の
場
合
の
初
任
給
決
定

方
法
を
見
て
い
き
ま
す
。 

共済動画 

備えて守って補償する 
じちろうマイカー共済
（約15分）  

総支部HP 
QRコード 

▼
図
表
３
は
、
表
面
に
も
出
て
き
た
規

則
「
喜
多
方
市
職
員
の
初
任
給
、
昇
格

及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
」

に
あ
る
「
経
験
年
数
換
算
表
」
で
す
。

一
般
的
に
は
、
「
職
歴
加
算
」
と
か

「
前
歴
加
算
」
と
言
っ
て
、
採
用
前
の

経
歴
を
給
与
に
反
映
さ
せ
る
制
度
に

な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
見
て
い
く

と
、
例
え
ば
「
新
卒
採
用
後
、
民
間
企

業
で
５
年
間
働
い
た
人
が
、
喜
多
方
市

の
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
」
場
合
、

①
「
職
務
に
直
接
役
立
つ
経
験
」
と
認

め
ら
れ
れ
ば
、
新
卒
採
用
後
５
年
の
職 

【図表３】喜多方市の経験年数換算表 

員
と
同
水
準
の
給
与

が
初
任
給
と
な
り
ま

す
。
②
「
直
接
役
立

た
な
い
」
と
判
断
さ

れ
た
場
合
は
、
そ
の

８
割
で
す
か
ら
新
卒

採
用
後
４
年
の
職
員

と
同
水
準
の
給
与
が

初

任

給

と

な

り

ま

す
。
な

お
、
民

間
企

業
の
経
験
５
年
間
の

中
で
も
そ
の
職
務
内

容
の
変
化
に
よ
っ
て

「
直
接
役
立
つ
」
期

間

と
「
役

立

た

な

い
」
期
間
と
に
分
け

ら
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。 


